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張
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

に
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
た

い
。
」
と
述
べ
た
後
、
コ
ロ
ナ

禍
の
事
業
継
続
計
画
に
つ
い
て

「
本
局
各
部
で
計
画
を
作
っ
て

お
り
、
な
か
な
か
正
解
が
な
く

職
場
の
状
況
も
違
う
が
『
感
染

し
て
も
事
業
が
継
続
で
き
る
』

計
画
を
作
っ
て
お
り
、
各
事
務

所
に
お
い
て
も
お
願
い
し
て
い

る
。
好
事
例
は
横
展
開
、
情
報

共
有
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い

く
。
予
防
対
策
も
予
算
の
な
い

中
、
工
夫
し
て
取
り
組
ん
で
い

る
」
、
業
務
改
善
は
「
働
き
方

改
革
推
進
強
化
月
間
を
通
じ
、

皆
さ
ん
の
意
見
を
聞
き
、
受
け

止
め
て
対
策
を
講
じ
る
。
十
分

に
議
論
し
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
「
前

局
長
も
宣
言
し
た
。
許
さ
な
い
、

見
過
ご
さ
な
い
、
上
司
・
部
下

が
互
い
を
尊
重
し
合
え
る
。
こ

の
三
点
を
重
視
し
て
い
き
た

い
」
と
回
答
し
ま
し
た
。

大
会
発
言
で
の
コ
ロ
ナ
対
策

の
事
務
所
間
の
違
い
に
つ
い
て

質
す
と
、
局
長
は
「
着
任
後
、

東
京
と
の
温
度
差
を
感
じ
た
」

と
し
つ
つ
、
「
未
だ
道
半
ば
。

徐
々
に
対
策
は
進
ん
で
い
る
が

こ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
い
。
予

算
的
な
問
題
も
あ
り
、
そ
の
措

置
を
含
め
て
実
施
す
る
」
と
回

答
し
、
今
後
も
必
要
な
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
を
進
め
る
こ
と
を

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に

対
し
支
部
か
ら
は
、
「
く
れ
ぐ

れ
も
上
意
下
達
で
な
く
、
職
場

の
意
見
も
聞
き
、
予
算
も
無
い

の
に
対
策
を
強
要
し
な
い
よ
う

に
」
と
釘
を
刺
し
ま
し
た
。

七
月
豪
雨
等
で
管
理
職
自
ら

が
Ｔ
Ｅ
Ｃ
派
遣
に
応
じ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
り
、
満
足
な
講
習

も
な
く
一
般
職
員
を
派
遣
す
る

問
題
を
指
摘
す
る
と
、
「
管
理

職
ユ
ニ
オ
ン
か
ら
も
指
摘
を
頂

い
て
い
る
が
、
本
局
か
ら
は
経

験
あ
る
職
員
の
派
遣
を
要
請
し

て
い
る
が
、
事
務
所
か
ら
身
の

安
全
確
保
を
最
優
先
に
、
講
習

を
踏
ま
え
て
派
遣
し
て
い
る
と

聞
い
て
い
る
」
と
、
満
足
な
Ｔ

Ｅ
Ｃ-

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
研
修
を

開
催
し
て
い
な
い
こ
と
を
棚
に

上
げ
、
派
遣
要
員
の
選
定
責
任

を
事
務
所
に
転
嫁
し
ま
し
た
。

ス
ト
に
つ
い
て
、
先
が
見
通
せ

な
い
職
場
環
境
で
空
ポ
ス
ト
の

増
大
は
若
手
職
員
の
職
場
離
れ

に
も
つ
な
が
る
、
異
常
気
象
時

の
体
制
確
保
が
で
き
る
よ
う
大

幅
な
増
員
を
、
③
処
遇
改
善
に

つ
い
て
、
建
設
省
時
代
の
人
事

施
策
の
反
省
を
踏
ま
え
、
ベ
テ

ラ
ン
職
員
、
係
長
相
当
職
の
処

遇
改
善
を
念
頭
に
、
世
間
並
み

の
処
遇
改
善
実
現
を
、
④
人
事

院
規
則
が
発
出
さ
れ
て
も
職
場

で
は
、
依
然
と
し
て
パ
ワ
ハ
ラ

が
無
く
な
ら
な
い
、
新
た
な
パ

ワ
ハ
ラ
を
生
ま
な
い
職
場
つ
く

り
に
尽
力
を
、
と
四
点
に
つ
い

て
堀
田
局
長
の
見
解
を
質
し
ま

し
た
。

青
山
委
員
長
の
指
摘
に
対
し

堀
田
局
長
は
、
「
職
員
の
皆
さ

ん
が
日
々
の
業
務
の
執
行
、
災

害
対
応
に
つ
い
て
最
前
線
で
頑

青
山
委
員
長
は
、
①
コ
ロ
ナ

禍
の
職
場
環
境
に
つ
い
て
、
強

引
な
在
宅
勤
務
を
批
判
し
、
現

在
の
各
事
務
所
バ
ラ
バ
ラ
な
対

策
を
戒
め
、
早
急
な
業
務
継
続

計
画
の
策
定
を
上
意
下
達
と
な

ら
な
い
形
で
検
討
を
、
②
空
ポ

九
月
七
日
、
東
海
建
設
支
部
は
定
期
大
会
で
新
た
に
選
出
さ

れ
た
新
四
役
と
堀
田
局
長
と
の
会
見
を
実
施
し
ま
し
た
。

青
山
委
員
長
か
ら
職
場
要
求
と
し
て
、
①
コ
ロ
ナ
禍
の
職
場

環
境
、
②
空
ポ
ス
ト
、
③
処
遇
改
善
、
④
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
対
策

の
４
点
に
つ
い
て
問
題
指
摘
を
行
い
、
堀
田
局
長
の
見
解
を
質

し
ま
し
た
。
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東
海
建
設
支
部
か
ら
は
、
常

日
頃
か
ら
、
十
分
な
研
修
実
施

と
研
修
受
講
者
か
ら
の
派
遣
を

基
本
に
す
る
よ
う
に
要
求
し
て

い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
職
場
の

声
に
は
耳
を
貸
さ
ず
、
研
修
受

講
し
て
い
な
い
隊
員
が
多
数
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
Ｔ
Ｅ
Ｃ

-

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
隊
員
に
任
命
す

る
姿
勢
を
批
判
し
て
き
ま
し

た
。ま

た
、
地
整
当
局
は
度
重
な

る
自
然
災
害
へ
の
対
応
と
し
て

Ｔ
Ｅ
Ｃ-

Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｃ
Ｅ
の
重
要

性
を
強
調
し
ま
す
が
、
そ
う
で

あ
れ
ば
、
十
分
な
定
員
の
確
保

と
隊
員
へ
の
教
育
・
訓
練
で
き

る
体
制
の
確
保
が
重
要
で
す
。

後
を
絶
た
な
い
パ
ワ
ハ
ラ
に

つ
い
て
、
「
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
で
は
、
管
理
職
に
一
筆
書
か

せ
る
の
に
、
パ
ワ
ハ
ラ
は
野
放

し
で
は
」
と
の
指
摘
に
、
ま
と

も
な
回
答
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
「
周
り
の
サ
ポ
ー
ト
を

考
え
て
お
り
、
情
報
収
集
す
る

が
皆
さ
ん
も
情
報
が
あ
っ
た
ら

是
非
教
え
て
欲
し
い
」
と
労
働

組
合
に
も
協
力
依
頼
が
あ
り
ま

し
た
。
職
場
で
見
か
け
た
ら
、

通
報
シ
ス
テ
ム
も
あ
り
ま
す

が
、
秘
匿
性
で
の
課
題
も
あ
り

ま
す
。
そ
ん
な
時
は
、
是
非
遠

慮
せ
ず
東
海
建
設
支
部
に
情
報

提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

九
月
三
日
、
全
労
連
公
務
部

会
と
公
務
労
組
連
絡
会
は
、
人

事
院
と
政
府
宛
署
名
の
提
出
行

動
を
実
施
し
、
人
事
院
宛
一
二

万
二
七
七
筆
、
政
府
宛
一
一
万

四
二
四
○
筆
の
署
名
を
提
出
し

ま
し
た
。

人
事
院
前
で
の
署
名
提
出
行

動(

写
真
右
下)

で
、
秋
山
事
務

局
長
は
「
民
間
調
査
は
八
月
一

七
日
か
ら
九
月
末
ま
で
の
予
定

と
な
っ
て
い
る
。
地
方
人
事
委

員
会
勧
告
も
見
通
し
が
立
っ
て

い
な
い
。
今
後
、
①
賃
金
の
大

幅
改
善
を
求
め
る
要
求
、
②
期

間
業
務
職
員
の
労
働
条
件
の
改

善
、
③
超
過
勤
務
の
縮
減
、
心

の
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
大
幅

増
員
求
め
て
取
り
組
み
を
強
化

し
て
い
く
と
述
べ
ま
し
た
。

国
公
労
連
の
浅
野
書
記
長

(

写
真
右
側)

は
、
「
コ
ロ
ナ
禍

の
中
で
、
新
自
由
主
義
の
破
綻

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
間
、
公
務
員
賃
金
も
大
き

く
変
質
さ
せ
ら
れ
た
。
一
つ
は
、

公
務
員
賃
金
を
地
場
賃
金
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
間
の
賃

金
格
差
が
拡
大
し
、
地
域
手
当

で
は
最
大
二
割
の
格
差
が
あ

り
、
高
卒
初
任
給
が
最
賃
を
下

回
る
地
域
も
存
在
す
る
。
二
つ

は
、
年
功
的
な
賃
金
体
系
が
改

悪
さ
れ
、
中
高
年
層
の
賃
金
水

準
が
大
幅
に
抑
制
さ
れ
た
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
生
涯
賃
金
も
減

少
し
て
い
る
。
三
つ
に
は
、
人

事
評
価
制
度
が
導
入
さ
れ
、
能

力
・
実
績
主
義
が
強
化
さ
れ
る

こ
と
に
伴
い
、
賃
金
の
個
別
化

が
進
み
、
個
人
間
の
賃
金
格
差

が
拡
大
し
た
。
こ
の
よ
う
に
公

務
員
賃
金
の
職
務
給
原
則
が
形

骸
化
し
、
様
々
な
格
差
が
拡
大

し
て
い
る
」
と
指
摘
し
ま
し
た
。

人
事
院
前
で
の
署
名
提
出
行

動
に
続
き
、
官
邸
前
で
「
公
務

・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
求

め
る
官
邸
前
要
求
行
動
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

国
土
交
通
労
組
の
水
谷
中
央

執
行
委
員(

写
真
左
側)

は
、「
私

達
の
働
く
国
土
交
通
省
は
『
国

土
の
総
合
的
か
つ
体
系
的
な
利

用
、
開
発
及
び
保
全
、
そ
の
た

め
の
社
会
資
本
の
総
合
的
な
整

備
、
交
通
政
策
の
推
進
、
気
象

業
務
の
発
展
並
び
に
海
上
の
安

全
』
な
ど
を
担
っ
て
い
る
が
、

現
在
、
ど
の
職
場
も
連
年
の
定

員
削
減
に
よ
り
職
員
が
不
足

し
、
通
常
業
務
が
維
持
で
き
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
昨
年

六
月
の
「
定
員
削
減
計
画
」
で

は
国
土
交
通
省
だ
け
で
五
年
間

に
六
一
七
六
人
も
の
定
員
削
減

を
求
め
て
お
り
、
職
場
の
現
実

を
無
視
し
た
人
減
ら
し
は
、
国

民
生
活
に
近
い
職
場
ほ
ど
行
わ

れ
て
お
り
、
公
共
交
通
機
関
の

安
全
の
確
保
や
、
災
害
対
応
な

ど
、
国
民
の
安
全
・
安
心
を
守

る
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
維

持
が
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
の
業
務
は
、
防
災

・
減
災
、
被
災
地
の
早
期
復
旧

・
復
興
を
は
じ
め
、
空
や
陸
上

交
通
に
お
け
る
人
々
の
安
全
な

移
動
や
物
流
関
連
な
ど
、
国
民

に
安
心
・
安
全
を
提
供
す
る
と

い
う
意
味
で
は
社
会
保
障
の
一

つ
。
健
全
な
職
場
を
構
築
す
る

こ
と
が
公
務
・
公
共
サ
ー
ビ
ス

を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
国

民
生
活
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

内
部
牽
制
の
役
割
を
発
揮
し
、

国
土
交
通
行
政
に
関
係
す
る
労

働
者
が
守
ら
れ
る
行
政
組
織
と

な
る
よ
う
に
奮
闘
す
る
」
と
決

意
を
述
べ
ま
し
た
。


